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荒
木
詩
郎
議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
日

本
に
も
上
陸
し
、
本
市
に
お
い

て
も
患
者
が
確
認
さ
れ
た
が
、

市
と
し
て
十
分
な
対
応
が
と
れ

て
い
る
の
か
。
ま
た
、
半
年
後

に
は
さ
ら
に
毒
性
の
強
い
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
流
行
も
危
惧
さ

れ
て
い
る
が
、
本
市
の
今
後
の

対
応
と
方
針
に
つ
い
て
問
う
。

答
　

今
後
と
も
千
葉
県
や
市
川

本
市
の
対
応
と
今
後
の
方
針
は

第
二
波
流
行
に
備
え
整
備
を
進
め
る

新型インフルエンザ

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
協
力
し
、

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
る
と
共

に
、
市
民
に
最
新
情
報
を
適
切

に
発
信
し
、
冷
静
な
感
染
予
防

行
動
を
呼
び
掛
け
る
。

　

平
成
21
年
の
秋
以
降
に
は
第

二
波
の
流
行
の
恐
れ
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
た
め
、
今
後
の

発
生
に
備
え
、
個
人
防
護
具
や

消
毒
薬
等
の
必
要
な
物
品
の
前

倒
し
の
備
蓄
を
進
め
て
い
る
。

寒
川
一
郎
議
員
（
み
ら
い
）

　

本
市
が
核
兵
器
廃
絶
平
和
都

市
宣
言
を
行
っ
て
か
ら
、
平
成

21
年
は
25
年
目
の
節
目
の
年
に

当
た
る
。
ど
の
よ
う
な
記
念
事

業
を
実
施
し
て
い
く
の
か
。
ま

た
、
本
市
は
現
在
、
平
和
市
長

会
議
に
加
盟
し
て
い
な
い
が
、

本
市
が
加
盟
す
れ
ば
同
会
議
は

グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
す
る
と
思
う
。

加
盟
に
つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

25  

周

年

の

記

念

事

業

は

平
和
展
や
平
和
講
演
会
を
予
定

核兵器廃絶平和都市宣言

答
　

記
念
事
業
と
し
て
は
、
８

月
に
広
島
平
和
記
念
資
料
館
か

ら
借
用
し
た
被
爆
現
物
資
料
や

本
市
所
有
の
戦
争
関
連
の
資
料

を
展
示
す
る
平
和
展
を
予
定
し

て
い
る
。
11
月
に
は
平
和
講
演

会
も
行
う
計
画
で
あ
る
。

　

ま
た
、
平
和
市
長
会
議
へ
の

加
盟
に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

谷
藤
利
子
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

他
市
で
は
厳
し
い
基
準
を
設

け
て
い
る
低
入
札
価
格
調
査
基

準
に
つ
い
て
、
本
市
は
国
の
基

準
と
比
較
し
て
も
調
査
基
準
が

低
く
、
低
価
格
競
争
の
抑
制
に

な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
市

で
は
調
査
項
目
も
少
な
く
、
労

務
者
の
具
体
的
な
供
給
の
見
通

し
等
の
重
要
な
項
目
が
な
い
な

ど
、
改
善
が
必
要
で
あ
り
、
そ

低
入
札
価
格
調
査
の
改
正
と
公
開
を

国
の
基
準
等
を
参
考
に
早
期
に
検
討

入札・契約の改善

の
調
査
結
果
を
議
会
に
報
告
す

べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

答
　

現
在
、
本
市
の
低
入
札
価

格
調
査
基
準
は
、
改
正
を
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
一
定
期
間
実

施
し
た
上
で
、
国
の
基
準
を
参

考
に
、
よ
り
良
い
制
度
と
し
た

い
。
ま
た
、
調
査
項
目
の
追
加

等
の
見
直
し
や
、
議
会
へ
の
調

査
結
果
の
報
告
に
つ
い
て
も
早

期
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

金
子
貞
作
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

日
本
共
産
党
市
議
団
は
地
域

活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
臨
時

交
付
金
な
ど
に
関
す
る
申
入
書

を
市
長
に
提
出
し
、
生
活
密
着

型
の
公
共
事
業
の
拡
大
、
工
事

の
発
注
に
際
し
て
の
小
規
模
事

業
者
へ
の
配
慮
な
ど
を
要
望
し

た
。
市
内
の
景
気
や
雇
用
が
大

変
深
刻
な
今
、
９
月
補
正
予
算

に
向
け
、
万
全
な
対
策
を
講
じ

９
月
補
正
予
算
に
向
け
た
万
全
の
対
策
は

交
付
金
を
最
大
限
に
活
用
し
て
い
く

地域活性化・経済危機対策臨時交付金

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　

経
済
危
機
対
策
は
積
極
的

に
進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
今
回

の
臨
時
交
付
金
を
最
大
限
に
活

用
し
て
い
く
が
、
原
則
、
単
年

度
事
業
と
の
交
付
要
件
が
付
い

て
い
る
の
で
、
地
域
経
済
活
性

化
と
雇
用
に
結
び
つ
く
よ
う
、

９
月
補
正
予
算
に
向
け
事
業
を

取
り
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

並
木
ま
き
議
員
（
民
主
ク
ラ
ブ
）

　

市
の
外
郭
団
体
は
、
税
金
を

投
入
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
と

い
う
こ
と
か
ら
、
市
民
の
関
心

も
高
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
本

市
で
は
外
郭
団
体
の
経
営
状
況

シ
ー
ト
は
公
開
し
て
い
る
が
、

そ
の
内
容
が
市
民
に
は
分
か
り

に
く
い
。
経
営
状
況
の
透
明
性

を
高
め
る
た
め
に
も
、
も
っ
と

市
民
に
分
か
り
や
す
い
情
報
開

市
民
に
分
か
り
や
す
い
情
報
開
示
を

経
営
状
況
シ
ー
ト
を
改
善
し
て
い
く

外 郭 団 体

示
は
出
来
な
い
の
か
。

答
　

経
営
状
況
シ
ー
ト
は
ま
だ

課
題
も
多
く
、
シ
ー
ト
の
市
委

託
料
比
率
、
市
補
助
金
比
率
等

の
評
価
指
標
が
何
を
意
味
し
て

い
る
の
か
を
表
示
す
る
な
ど
、

市
民
に
分
か
り
や
す
い
よ
う
に

改
善
し
て
い
き
た
い
。
今
後
は
、

こ
の
シ
ー
ト
の
活
用
を
軸
に
し

て
、
経
営
状
況
の
透
明
性
を
高

め
て
い
き
た
い
。

二
瓶
忠
良
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

今
日
の
社
会
に
は
、
マ
ン
シ
ョ

ン
の
強
度
偽
装
や
食
品
の
産
地

偽
装
、
振
り
込
め
詐
欺
な
ど
が

あ
ふ
れ
て
い
る
。
詐
欺
事
件
に

よ
り
、
市
民
の
貴
重
な
財
産
が

奪
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
市
民

へ
の
周
知
な
ど
、
被
害
を
少
な

く
し
て
い
く
努
力
が
必
要
と
考

え
る
が
、
本
市
の
消
費
生
活
相

談
の
特
徴
と
対
応
を
問
う
。

被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
周
知
が
必
要

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
Ｐ
Ｒ

消費生活相談

答
　

平
成
19
年
度
か
ら
20
年
度

に
か
け
、
オ
レ
オ
レ
詐
欺
、
架

空
請
求
な
ど
の
「
振
り
込
め
詐

欺
」
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄

せ
ら
れ
、
70
歳
代
以
上
の
人
の

相
談
も
増
え
て
い
る
。
本
市
と

し
て
は
相
談
体
制
の
強
化
を
図

る
と
共
に
、
市
民
が
ト
ラ
ブ
ル

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
、
今

後
も
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
で
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く
。

松
永
鉄
兵
議
員
（
緑
風
会
）

　

本
市
の
強
み
で
あ
る
市
民
と

の
協
働
の
意
義
を
増
す
た
め
に

は
、
「
声
な
き
多
く
の
市
民
」
が

政
策
形
成
に
参
加
で
き
る
仕
組

み
が
必
要
で
あ
る
。
行
政
に
興

味
が
な
く
て
も
、
必
要
と
さ
れ

れ
ば
参
加
し
よ
う
と
い
う
市
民

も
い
る
。
住
民
参
加
の
手
法
と

し
て
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
無

作
為
に
抽
出
し
た
市
民
に
参
加

市
民
討
議
会
の
手
法 

導
入
の
考
え
は

伝
達
方
法
な
ど
か
ら
点
検
し
て
い
く

住民参加による政策形成

を
依
頼
す
る
、
市
民
討
議
会
を

導
入
す
る
考
え
は
な
い
か
。

答
　

多
く
の
市
民
の
参
加
を
得

る
に
は
、
ま
ず
行
政
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
情
報
の

開
示
が
必
要
で
あ
る
。
市
民
へ

の
情
報
伝
達
の
方
法
や
Ｉ
Ｔ
の

活
用
法
な
ど
を
点
検
し
、
先
進

市
の
事
例
な
ど
も
検
討
し
て
い

き
た
い
。

プ
リ
テ
ィ
長
嶋
議
員
（
ガ
バ
ナ
ン
ス
）

　

市
長
の
政
治
資
金
規
正
法
に

基
づ
く
平
成
17
年
度
と
19
年
度

の
収
支
報
告
書
を
見
る
と
、
政

治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
に
お
い
て
、

市
と
契
約
関
係
に
あ
る
事
業
者

か
ら
、
対
価
と
し
て
法
律
上
限

の
１
５
０
万
円
が
支
払
わ
れ
て

い
る
。
違
反
だ
と
は
言
わ
な
い

が
、
政
治
家
の
倫
理
観
と
し
て
、

市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

政
治
家
の
倫
理
観
と
し
て
ど
う
考
え
る

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
問
題
は
な
い

政治資金パーティー

答
　

政
治
資
金
規
制
法
に
基
づ

く
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー
で
あ

る
。
法
律
の
範
囲
内
で
好
意
的

に
本
を
購
入
し
て
頂
い
た
も
の

で
、
強
制
的
に
購
入
さ
せ
た
も

の
で
は
な
く
、
問
題
は
な
い
と

考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
契
約
に
つ
い
て
は
、

監
視
を
行
う
委
員
会
を
設
け
る

な
ど
、
公
正
な
入
札
制
度
を
確

立
し
て
い
る
。

行 政

行 政

傍聴もできます
ccccccccccccccccc

定員７人　

委
員
会
の
傍
聴
受
付
は
、
第
三
庁
舎
４
階
の

議
会
事
務
局
で
行
い
ま
す
。
傍
聴
で
き
る
人
数

は
各
委
員
会
７
人
で
、
開
会
前
に
こ
れ
を
超
え

た
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
退
席

者
が
あ
れ
ば
、
順
次
傍
聴
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
委
員
会
ご
と
の
受
け
付
け
と
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
複
数
の
委
員
会
を
傍
聴
希
望
す

る
人
は
、
そ
の
都
度
受
け
付
け
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

委
員
会
の
日
程
や
時
間
は
、
各
定
例
会
ご
と

に
異
な
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
議
会
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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長
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勉
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所 管 事 項

環境清掃部及び教育委員会（教育総務部、学校

教育部、生涯学習部）の所管に属する事項
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所 管 事 項

街づくり部、道路交通部及び水と緑の部の所管

に属する事項


